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１ はじめに 

 大淀川の２次支川で都城市山之口町や三股町を流域に持つ花の木川は、平成 28年度からほとんどの

年度においてBOD （生物化学的酸素要求量）が環境基準未達成の状況が続いている 1)。この状況を受

け、令和４年度下半期を中心に実施された花の木川流域水質調査では、花の木川やその流入河川等の

多くの地点でBOD の環境基準超過が確認された。 

 大淀川上流域及び沖水川については以前も汚濁原因調査が行われているが 2)、本調査研究では、花の

木川の水質環境の改善に資するため、汚濁が問題となっている周辺河川や水路等について調査や解析

を行い、併せて、過去の水質測定結果の解析を行ったので、その結果を報告する。 

 

２ 対象 

１）期間 

県が実施した桜木橋の平成25 年度から令和５年度までの水質常時監視検査結果、及び令和６年度に

４回実施した水質の理化学検査を対象とした。 

２）調査地点 

大原橋、蓼池橋、中川原橋、加良神、片平橋、乗峯橋、野々木橋、樋脇橋下流側暗渠付近、樋脇橋上

流側、水路Ｂの計 10 地点で調査した（図１）。 

 

３ 方法 

 水質常時監視の測定データは、主にBODとSS （浮遊物質量）の推移について解析し、理化学検査

は、pH、BOD、SS、硝酸性窒素、亜硝酸性窒素の５項目の測定を行った。 

 

４ 結果と考察 

１）水質常時監視検査結果の解析 

 環境基準超過率は第４四半期で 76.9％となり、高い環境基準超過率を示した。また、BOD値を四半

期ごとに箱ひげ図を用いて比較したところ、第４四半期において平均値に加えて第１四分位数も環境

基準を上回っていることが認められた（図２）。このことから、冬季において環境基準超過の影響が大

きく、渇水期の影響を受けていると推測した。 

 次に、SS が小さい値でも BOD が高い値を示すこともある点から、汚濁成分は SS との相関は認め

られず溶解性成分に由来していると考えられた。 

２）理化学検査 

 花の木川と樋口川に位置する６地点での BOD 測定の結果（図３）から、上流の乗峯橋や片平橋の

BOD は高い傾向であるが、河川の希釈効果により下流に行くほど低下した。しかし、最下流の大原橋

では１年を通して BOD が上昇しており、野々木川からの流入が関与していると考えられた。さらに

四半期ごとに比較した時、概ね第４四半期の結果が最も高い値を示す傾向が認められた。次に、野々

木川に位置する地点でのBOD 測定の結果（図４）から、樋脇橋下流側暗渠の流入を受けた野々木橋で

急激に上昇しており、これによって野々木川流入後の大原橋でもBODが上昇していると考えられた。 

最後にBODとSSの相関が認められなかったことから、常時監視結果と同様に、汚濁成分は溶解性

成分に由来していると考えられた。 

 

 



５ 今後の展望 

 汚濁源を推定するため、測定項目にN-BOD （窒素由来のBOD）、C-BOD （炭素由来のBOD）、NH4+

等を追加し、調査を継続して、季節による水量の変化や土地利用状況を加味した解析を行うことで、BOD
値の上昇要因を推定していく予定である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 調査地点（①～⑩で示す計10地点）    図２ 四半期ごとのBOD比較（常時監視） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 各調査地点のBOD値（花の木川・樋口川）    図４ 各調査地点のBOD値（野々木川） 
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